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The reorientation of education as a whole towards sustainability involves all levels of formal, 

non-formal and informal education in all countries. The concept of sustainability encompasses not only 

environment but also poverty, population, health, food security, democracy, human rights and peace. 

Sustainability is, in the final analysis, a moral and ethical imperative in which cultural diversity and 

traditional knowledge need to be respected. 
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Awareness: to help social groups and individuals acquire an awareness of and sensitivity to the total 

environment and its allied problems. 

Knowledge: to help social groups and individuals gain a variety of experience in, and acquire a basic 

understanding of the environment and its associate problems. 

Attitudes: to help social groups and individuals acquire a set of values and feelings of concern for the 

environment, and the motivation for actively participating in environmental improvement and 

protection.  

Skills: to help social groups and individuals acquire the skills for identifying and solving 

environmental problems. 

Participation: to provide social groups and individuals with an opportunity to be actively involved at 

all levels in working toward resolution of environmental problems. 
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■はじめに

　中学校の理科の中で、環境教育に関わる内容が

どのように位置づけされているかを見てみると、

学習指導要領には

( 第１分野 )

●環境との調和を図った科学技術の発展の必要性

●人間が利用しているエネルギーには水力、火

力、原子力など様々あること、エネルギーの有効

利用の大切さ

( 第 2 分野 )

●自然環境を調べ、自然環境は自然界のつり合い

の上に成り立っていることの理解、自然環境保全

の重要性の認識　　と記述されています。

　これらの観点を、一単元としてではなく、３年

間の学習を通して、子ども達に以下にバランス良

く理解させていくのかというのが課題となるので

はないでしょうか。

　中学校の理科は化学物理領域が第一分野、生物

地学領域が第二分野と分けられていいますが、環

境として考えると、この二つの分野に分けて考

えたり教えたりすることには、多少無理があると

思っています。色々な分野を連携させながら進め

ていくことが必要なのです。

■トビリシ宣言と「持続可能な社会の実現のため

に・・・」という教育・学習

　前記の学習指導要領の内容を、展開していく中

で１９７７年のトビリシ宣言は念頭に置いておく

必要があるでしょう。その項目は以下のようにま

とめられています。

(1) 環境の全体性－自然と人工、技術と社会（経

済、政治、文化、歴史、倫理、審美）の側面－を

考慮すること。

(2) 学校教育、学校外教育を問わず、就学前から

生涯にわたって継続されること。

(3) 全体を見通したバランスのとれた視野を得る

ために、各学問分野に依拠しつつ、学際的なアプ

ローチをとること。

(4) 学習者が他の地域における環境状況について

理解を得られるよう、自分たちの住む地域、国全

体、アジアなどの地域全体、国際的な視点から、

主要な環境問題を取り上げること。

(5) 歴史的な視野を取り入れつつも、現在と未来

の環境の状態に焦点を当てること。

(6) 環境問題の解決と予防のためには、地域、国、

国際的な協力の必要性と重要性を啓発すること。

(7) 開発や経済の計画において、環境の側面をき

ちんと考えてみるようにすること。

北海道大学サステナビリティ・ウィーク２００８　Ｇ８サミットラウンド
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身のまわりの環境を見つめてどう考えるか

普段は何気なく見過ごしている自分たちの居住域の環境に焦点をあて、歴史や
なりたちを掘り下げ学習してきました。その取り組みを通してあるプロジェク
トにめぐりあった。自分たちの地域で今何が起ころうとしているのかどうやっ
てその問題を克服しようとしているのかという点を、中学校の理科や総合的な
学習の中で、どのように着目し展開してきたのか、子ども達の発表も含めて報
告していきたいと考えています。　

青野裕幸＠千歳市立駒里中学校



(8) 学習活動を計画する際に学習者が役割を担っ

たり、意思決定や決定結果を受け入れる機会を提

供すること。

(9) 環境に対する感性、知識、問題解決技能、価

値観の明確化は、各年齢に応じたものとするが、

早期段階では、自分たちの住む地域における環境

への感性の形成を重視すること。

(10) 学習者が、環境問題の現象や原因を発見で

きるように手助けすること。

(11) 環境問題が複雑に絡み合っていることを強

調し、そのために批判的思考や問題解決技能の開

発の必要性を重視すること。

(12) 実践活動や直接体験を重視しながら、環境

について、そして環境から学び教える広範な手法

を活用するとともに、多様な学習環境を活用する

こと。

これらのことを元にして、中央環境審議会の答申

「これからの環境教育・環境学習－持続可能な社

会をめざして－」（1999 年）では、環境教育・

環境学習をいわゆる「環境のための教育・学習」

という枠から、「持続可能な社会の実現のための

教育・学習」にまで範囲を広げることを求めてき

ています。

(1) 総合的であること

環境問題は様々な分野と密接に関連しているた

め、環境教育・環境学習においては、ものごとを

相互連関的かつ多角的にとらえていく総合的な視

点が欠かせない。また、幼児から高齢者までのす

べての世代において、学校、家庭、地域、職場、

野外活動の場等多様な場において連携をとりなが

ら総合的に行われることが必要である。

(2) 目的を明確にすること

今行われている活動が、持続可能な社会の実現と

いう大目標に至る全体像の中で、どういう段階に

あたり、具体的に何を目的としているのかを明確

にしておくこと。そのことにより、次のステップ

が明確になり、活動自体の自己目的化を避けるこ

とができる。

(3) 体験を重視すること

環境問題の現状やその原因について単に知識とし

て知っているということだけではなく、実際の行

動に結びつけるには、課題発見、分析、情報収集・

活用などの能力が求められる。そのためには、学

習者が自ら体験し、感じ、わかるというプロセス

を意識的に取り込んでいくことが必要である。

(4) 地域に根ざし、地域から広がるものであるこ

と

環境教育・環境学習の中心となるのは、日々の生

活の場としての、多様性を持ったそれぞれの地域

である。地域の素材や人材、ネットワークなどの

資源を掘り起こし、活用していくことが大切であ

る。また、地域の伝統文化や歴史、先人の知恵を

環境教育・環境学習に生かしていくこ何ら変わる

とが望まれる。

　このように書かれている物を見ていけば、その

根底にあるものはトビリシ宣言と同意であると考

えられるのです。

　ですから私たちは、トビリシ宣言の１２項目を

３年間のどの分野にどうちりばめてーーーもちろ

んまとまっているに越したことはないのでしょう

がそのような時間が保証されていないーーー組み

込んでいくのかを考えていく必要があるのでしょ

う。

　　　　　持続可能な社会をつくる教科教育 in 北海道
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■環境問題に対する子ども達の意識

　子ども達に、意見発表などの作文を書かせる

と、環境問題に関わる内容であることが随分多い

ような気がしていました。そんな思いを数値で知

らされたことがありました。

　先日行われた子ども宇宙サミット（開催地：

苫小牧　URL　http://space-j.laff.jp/blog/）

の中で紹介された話です。その割合はなんと

６０％にものぼるのだそうです。

　マスコミを中心に、色々なところで環境問題が

取り上げられ、地球の危機的状況が報道されてい

るのが大きな原因でなのでしょう。将来を担う

子ども達が、環境問題に興味を持って、その学習

を深めるという姿勢はすばらしいことだと思いま

すーーー実行が伴えばなおさらーーー。

　しかし、その作文の内容や研究会などで発表さ

れる内容を見聞きすると、どのくらい子ども達が

その本質について理解しているのかという点で、

大きな疑問が生じるのもまた事実です。もちろ

ん、科学者レベルの段階でも意見が一致していな

い問題も多いですし、まだまだ研究中であるとい

う内容が多いのも事実です。

　しかし、まるで Wikipedia からの Copy & 

Paste のような資料の羅列、難解な内容の未消

化で終わっているのではそう大きな学習効果があ

るとは思えません。さすがに最近は減少傾向にあ

るようですが「インターネットで調べると・・・」

という枕詞がつく場合も多いのです。

　興味を持たないよりは良いのでしょうが、せっ

かくの興味関心を、より実践的な行動に結びつけ

ていくには、どのような方法がよいのだろうかと

いつも考えています。

■自然が溢れる駒里地区（？）

　千歳の街から１０ｋｍほど離れた酪農業地帯に

位置する駒里地区は、子ども達の評価では、「自

然がいっぱい」という表現になります。

　確かに街中と比較すると建物の数も少なく、

「みどり」も多くみえます。ただ、客観的に見ると、

「自然があふれる」というには多少の無理があり、

本州などの田舎でよく見られる、人の手を入れつ

つ維持されている「里山」ともまた違う風景が広

がっています。

　牧草地、ゴルフ場、芝生用地が多く、その間に

防風林があるという、ある意味典型的（現代的）

北海道の農村地区のイメージなのです。全体の

雰囲気は緑色ですが、当然季節によって様変わり

し、特に芝の栽培地は、盛夏でも引きはがされ褐

　　　　　持続可能な社会をつくる教科教育 in 北海道

School Education for Establishing Sustainable Society in Hokkaido　 

北海道大学サステナビリティ・ウィーク２００８　Ｇ８サミットラウンド



色の火山灰を露出するというのが、現状でなので

す。

　したがって、自然の営みが展開されているの

は、周辺の中でも一部地域ということになりま

す。それでも、隣接する自衛隊演習林などを経由

してエゾシ

カなどがグ

ラウンドに

現 れ、 エ ゾ

リスが多数

生 息 し、 毎

年希少なア

オバトが訪

れる校地は、市街地と比較すると「自然の量」で

圧倒的です。

　しかし、今の駒里地区の状況も決して楽観で

きる状況ではない事を意識させて、子ども達の

自然観ーーー緑色に見えれば自然がいっぱいとい

うーーーを転換させるために、この地区を開墾し

たお年寄り達の所で聞き取り調査を展開してみま

した。

　写真などの資料ははほとんどないのですが、大

変苦労したお年寄り達からの話は、現在の駒里か

らは想像を絶するほどの状況であったのだと想像

するとともに、その鮮明な記憶には感動させられ

ました。ヒグマがたくさん生息していたこと、と

てつもない原生林だったこと・・・その土地を生

活のために切り開いてきたことを知り、現在との

違いに衝撃を受けたのです。

　その調査結果を基に、開校１００周年の記念行

事で、駒里地区の歴史と将来を考える創作劇「明

日天気になあれ」を演じ、多くの観客の方達に賞

賛されました。また、この取り組みによって、地

域の自然環境などーーー地域のコミュニティーと

いう視点もーーーに、興味を持って見るという意

識ももてた

のではない

かと思って

います。

■まずは足下をしっかり理解する

 お年寄りとの話の中で、色々な不思議に気づい

た。昔は川の水量が多かったこと、地下を掘って

みると炭が出てくること・・・そんな中に、地

元を知るきっかけがあるのではないかと考えまし

た。

　学校の登下校中には、樽前山をはじめ風不死

岳、恵庭岳という火山が見えていますーーー意識

しているかどうかは別ですがーーー。

 駒里地区はそのれら活動によってできた土地な

のです。学校の沿革史にもそのあたりの話が出て

きますし、グラウンドの水はけの良さ、花壇作業

などで見る地下の様子、地学の授業の時に観察す

る地層の様子などで体感できるのです。ただ、そ

れを漠然と理解しているものの、実際に地層を作

り出した元になる山に登山したり、ーーー目の前

に見えているのですがーーーその地層をじっくり

観察したりすることはないのです。

　そこで、現在の教員スタッフで相談したとこ

ろ、実際に樽前山に登って観察してみることが、
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足元をみつめな

おし、自分たち

の環境を見つめ

るきっかけにな

るのではないか

と考えました。

　実際に樽前山

にのぼると、ス

コ リ ア 状 の 斜

面、森林限界、

パン皮状溶岩、

溶岩ドーム、噴煙、眼下に広がる原生林、そして

はるか先に見える自分たちの住む駒里地区が見ら

れました。恵庭岳、風不死岳、樽前山の直線上の

位置関係、大きくえぐれた支笏湖とカルデラ壁も

はっきり確認できます。

　火山活動のエネルギーの大きさを実感するには

やはり実際に登ってみるのが近道だったようで、

子ども達も実物にふれることで、様々なことを感

じ取ってくれたようでした。

　平行し

て訪問し

た支笏湖

ビジター

センタで

の学習で

は、火山

活動による火砕流、化石林の成因と二重根のしく

みなども理解できたのです。一度焼け野原になっ

てしまったであろう火砕流域にうっそうとした森

林が長い時間かけてつくられ、今度はその森林を

人間が切り開いてきた歴史の一部を良くイメージ

できたようです。

■千歳川放水路問題と駒里地区

　１９９０年代に大きな問題になった千歳川放水

路問題。これは駒里地区中心に多大な影響を与え

ました。実際に工事はなかったのですが、この問

題によって翻弄された地区であることにかわりは

ありません。ですから、積極的に授業の中で取り

上げるこ

とは難し

いのです

がーーー

こ う い

う 地 域

への配慮

は重要と

考えるた

めーーー

周 囲 の

地形を詳しく見ると、千歳川（石狩川と合流

し、日本海側に流れる）と美々川（ウトナイ湖

に流れ込み、太平洋に流れるーーー水源は駒里地

区ーーー）が、わずか１３ｍの分水嶺（分水界）

によって方向を変えていることに大きな興味を持

ちます。ここを繋ぐと北海道が東西に切れてしま

うのだと言うことに気がつくのです。千歳川放水

路の計画はともかく、場所としてここが選ばれた

地形的な理由には、納得させられます。

　また、全国的にも認知されるようになったラム

サール条約指定の湖であるウトナイ湖の水量の問

題は避けられない課題です。年を追うごとにどん

どん水位が下がり、水源の枯渇が問題視されてい

るのです。その水源は美々川で、駒里地区が源流

です。ですから、水質問題を含めて何らかの問題

が潜んでいることは間違いないのです。

　お年寄り達が、昔はザリガニやカジカがたくさ

んいて、もっと曲がりくねっていたという遠浅川
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とホカンカニ川。細く水深も浅い小さな川なので

すが、この川も現在は三面護岸の場所が多くなっ

ています。事実上瀕死の川で、川本来の機能はそ

れほど果たしているとは思えません。

昔は一度火山灰地で川の水が吸収され、川がなく

なり、標高の低い別なところからまたわき上がる

というような川だったらしいのです。地下の火山

灰と粘土層の絶妙な組み合わせで、地下の水量が

維持され、それが美々川などの貴重な水源だった

というわけでしょう。

　今回、校区で実施されていた、室蘭土木現業所

による美々川の水源確保のための工事の見学に参

加させていただきました。

　地下の浸透層をうまくコントロールして、美々

川に流れ込む地下水の量をコントロールしようと

いう計画です。（以下、その時の学習資料）
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　また、この切り出された露頭（資料写真３枚目）

の内部では、表面をトマック（地層はぎ取りのた

めの特殊な樹脂）を使ってはぎ取りをおこなわせ

てもらいました。現在も立派な標本として学校の

中に掲示してあります。

　これによって、実際の火山活動と地下の様子が

より確実に理解できたようです。

　人間の安定・安全な生活を考えると、河川の氾

濫を防ぐための方策は必要です。北海道の多くの

河川はそのようにして改修されてきました。し

かし、釧路川のように、それによる湿原の減少や

多くの生物種の減少が指摘されているのも事実で

す。子ども達はそのあたりのバランスをどのよう

に考えるのでしょうか？

　実際に自分たちの足元でも、今まさにそれと同

じ大きな問題が起きていて、その解決のための取

り組みが展開されているのです。周辺ではそのよ
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うな認識があまりなく、この工事についても、あ

まり理解されていませんでした。

　授業の中では、石狩川の直線化の歴史の地図を

提示し、直線化をした理由、その事によるメリッ

トとデメリットを論議させました。それぞれの立

場 で 論 理

展 開 さ れ

る の で す

が、 そ こ

に 自 分 を

位 置 づ け

て 考 え る

と 大 き く

混 乱 す る

こ と も わ

かった。

　 こ の よ

う な 問 題

は、 ま ず

一 般 的 な

話 と し て

展 開 し、

地 元 に

フ ォ ー カ

ス す る こ

と で 深 ま

り 方 は 変

わ る よ う

で す。 理

想 論 と 現

実 論 の バ

ラ ン ス が

崩 れ る か

ら で し ょ

う。

　子ども達は「まっ

すぐに戻すのであれば

はじめからしなければ

良いのに」という意見

を持つ反面「自然のま

ま放置していたら今の

ような都市計画は全く

進まなかったのだ」と

いう話で混乱し、真剣

に考えるようになった

ようです。　　　　　

　　釧路川再生も、今

後どのような評価をさ

れるかわからない問題

ですので、「子ども達

に考えさせ、様々な面

から考えることができ

る」という力がつくこ

とを目標にして展開す

るように心がけていま

す。

■人間の生活と

　　　　生物の多様性

　火山が作り出した地

形でも、人の手がくわ

えられていない場所は

今でも原生林のように

して残っている。河川

や森林を軸にして、多

くの生物たちが生息し
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ています。

　前頁の図の

ように、人間

がいなかった

時代と開発が

加えられたあ

との土地の生

物相には格段

の差があるの

です。もはや

昔のような多

様な生物相に

恵まれた環境

に戻ることは

できないので

はないか、あ

きらめるしか

ないのだろう

と考えがちな

のですが、破

壊してしまっ

た の は 人 間、

修繕できるの

も人間であるということを認識させることが重要

なのではないでしょうか。

　子ども達が自分のまわりの生物相をしっかり認

識できているかどうかは非常に大きな問題です。

　図を見せる前に、自分の周辺の生物相を考え

させてみると、実に貧困なものしか描けないので

す。自然が豊かと感じている本校の生徒でさえそ

うなのですから、かなり深刻な問題だとおもいま

す。　実際には随分複雑な生物の世界が展開され

ているのです。人工的な緑が多くても、そのわず

かな自然を工夫して利用しているのが、野生のた

くましい生物たちなのです。

　都市部であっても、特に北海道の場合はその

ような例が多いようです。生物の多様性が維持

されるためには、どのような環境が必要なのか

を考えていくきっかけとして、フクロウペリット

の観察に取り組ませました。図を見るだけではな

く、実際に観察すると、生物同士のつながりが豊

かに理解できるようです。（ペレットの購入先：

http://www.acornnaturalists.com/　一つ２

＄～３＄　日本で購入すると一個７００円です。

International Shipping に対応しています。）

■足元から改善していく

　環境問題を考えていくとき、自分たちの前に

立ちはだかっている問題はあまりにも大きすぎま

す。だから何もできないということもないのです

が、なかなか行動につながっていかないというの

もまた事実ではないでしょうか。

　今回、あるチャンスに恵まれ、ツバルの子ども

と接触する機会がありました。我々日本人が、知

識として知っていることと、ツバルの子ども達が

身をもって感じていることの違いを紹介すること

で、子ども達の目は全く変わりました。

　どんな小さな事でもコツコツとやり抜くことが

重要で、一人がはじめることからその輪を広げて

いけばよいのだと考えるように変化してくるので

す。今年度、千歳市市

制５０周年を記念して、

市内の小中学生が一堂

に会して、C.W.Nicole

さんと地球環境につい

て語り合うという大き

なイベントがありまし

た。その中で、ある小

学校の代表が、「私たち

は地球のドクターです」
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という話しをしていました。前述したように、こ

のような環境を作り上げた大きな原因はたしかに

我々人間ですが、今、ここでこれ以上悲惨な状態

にならないように食い止めたり、修繕できるよう

にすることができるのもまた我々人間なのですか

ら、非常にインパクトのある言葉だな、と思いま

す。

　ここへ参加する上で、当然さらに学習を深め

るわけですが、　知識として理解するだけではな

く、行動を起こさせるきっかけを作ることが重要

ではないでしょうか。非常に情けなく申し訳ない

のですが、大人ではなく、次世代を担う子ども達

がどのように頑張ってくれるかにかかっ

ているのだと言うことを理解して行動し

てもらうしかないのかもしれません。

　NaureGame というのをご存じの方も

多いと思います。そこから出されている

物に、「地球温暖化防止アクションビンゴ」

というものがあります。これは、「そうか、

こんな事でも良いならできそう」という

モチベーションを持たせてくれます。

　学校の中では、教科だけではく、総合

や他教科とタイアップすることで活動に

圧倒的な幅を生み出すことができます。

本校では、広い校地を使い栽培実習など

もおこなうことで、地産地消を実際に体

感してみること、試験的に色々な作物を

栽培してみることなど、様々な取り組み

を通して、話を聞かせてくださったお年

寄り達が将来の駒里像をどのように考え

ているのか、どのように変えて、修復し

ていくのがよいのだろうか、自分たちは

どんな風に行動するのがよいのだろうか

と言うことを考えていける大人に成長し

てくれるのではないかと考えています。
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■トマックの入手先

　５５０－００１３

大阪市西区新町１－１０－２

三恒商事株式会社埋蔵文化財部

　０６－６５３８－０５７１

取り組みの様子は
http://www.wisdom96.com/archive/chisou/chisou.html
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Web2.0 を活用した環境教育を作る教師コミュニティの形成 
～北海道の理科サークルでの実践紹介～ 

 
桑嶋 幹（日本分光株式会社） 

 
 
環境教育においては、教員が地域の環境問題を教材として取りあげて授業を進め 
ることが少なくありません。この場合、既存の教材をそのまま利用することは難し 
く、教員自身が授業にあった教材を作りあげていく必要があります。つまり、教員 
の教材作成能力が問われることになります。本報告ではWeb2.0 を活用し、教員同 
士が相互に情報交換をしながら、教材を作りあげていく過程を重視した ICT環境の 
構築とその実践を報告します。 
 

 
■いまインターネットが変化している ところが、2000 年代中頃から Web の利用

形態が大きく変わりつつあります。特にここ数
年で利用者参加型の Web サービスが急速に増

えてきました。 

 1995 年に学術研究用の広域ネットワーク
NSFNet（全米科学財団ネットワーク）が商用

化され、インターネットが急速に広まると、「情

報社会」や「情報革命」と言った言葉が聞かれ
るようになりました。 

 例えば、有名なフリー百科辞典Wikipedia は
一見しただけでは従来の Web サイトのように

見えます。しかし、Wikipedia には情報の発信

者と受信者の明確な区別はありません。 

事実、インターネットの発展によって、私た

ちの生活は、こと情報に関しては、たいへん便
利で快適なものとなり、十数年前とは大きく様

変わりしています。そして、今、インターネッ

トは新たな局面を迎えようとしています。 

 

従来の Web サービスにおける情報の流れは

発信者から受信者へ一方向であったと言える

でしょう。1990年代後半から2000年代初め
のWebサイトがその典型的な例です。 

 

Wikipedia （http://ja.wikipedia.org/） 

Wikipedia を利用する誰もが記事を作成し

たり、訂正したりすることができます。すなわ

ち、Wikipeidaの利用者は情報の受け手であると
同時に、情報の送り手になることができるのです。情報の送り手と受け手の立場が明確 

 

 



参加者同士のコラボレーションによって、イン

ターネット上に有益なサイトが生み出された
わけです。そのようなことが可能なように

Wikipedia のサイトが作られているのです。 

Web2.0 は特定の技術やサービスをさす言

葉ではなく、インターネットの新しい利用形態

の総称です。Google などの検索エンジン、mixi

などの会員制のSNS（ソーシャル・ネットワー

キング・サービス）、Wiki などによる文書作成、

その他のグループウェアなども Web2.0 の代

表的なサービスです。 

 

 

■Wiki とは 

 Wiki（ウィキ）または WikiWiki はもともと

米国のウォード・カンニガム氏が発明開発した

Webコンテンツ管理システムです。 

利用者参加型のWeb サービス Wiki とは簡単に言えば、ブラウザから簡単に

素早く Web ページを作成したり、編集したり

することができるツールです。 

 最近、多くの人が利用するようになってきた

ブログは個人が簡単に情報を発信することが

できるツールです。ブログの登場により、自ら

情報を発信する人が急速に増えています。 

Wiki は複数の利用者が、いつでも、ネットワ

ーク上のどこからでも、Web サイトを作りあ

げていくことができるようになっています。 ブログも一見するとブログの所有者が情報

を発信しているだけのように見えますが、記事

に第三者がコメントをつけたり、トラックバッ

クという機能を利用して他人のブログとのつ

ながりを作り上げていくことができたりしま

す。ブログの広がりは、情報社会そのものの広

がりと言っても過言ではないでしょう。 

利用者は Web サーバの仕組みや、ハイパー

テキスト（html）の知識がなくても、新しいペ

ージを作ったり、既存のページを編集したりす

ることができます。アクセス権限を設定するこ

とで、編集や閲覧を制限することもできます。 

Wiki はハワイ語の「速い」「急ぐ」の意味を

もつ「Wikiwiki」という言葉が語源です。 
 いまやインターネットは単に情報を得るた

めだけのものではなく、誰もが情報を発信する

ことができ、様々なアクティビティを生み出し、

そして参加できる状況になっているのです。 

Wiki はこのような特徴から、共同作業で

Web サイトを作りあげたり、文書を作成した

り、情報交換をしながら企画を考案したりする

作業に向いています。 
 

 
Wiki の特徴を簡単にまとめると次のように

なります。 

■Web2.0 とは何か 

このような Web の利用形態の変化を現す言

葉として、2005年にティム・オライリー氏が

提唱したのが「Web2.0」という言葉です。  



Wiki の特徴 

●�いつでも、誰でもネットワーク上のどこか

らでも閲覧・編集できる 

●�編集に必要なツールはWebブラウザのみ

●�簡単な記述方法で文書を作成できる 

●�文書間でのリンクをはりやすく、文書と文

書を連携させることができる。 

●�作成した文書にカテゴリを設定でき、カテ

ゴリごとに全文書をリストアップしたり、

関係する文書を簡単に捜したりできる 

●�アクセス制限をかけることができる 

 この苦労と手間は、インターネットの掲示板

やメーリングリストを利用した場合でも、それ

ほどは軽減されないでしょう。せっかく電子媒

体でやり取りをしていたのに、途中で経過がわ

からなくなり、やっぱり紙に打ち出して赤ペン

で加筆・訂正をしようとなってしまうことも少

なくないと思います。 

 Wiki を使えば、この苦労と手間を軽減し、作

業を効率的に進めることができます。 

 

■Wiki を使った資料作り 

 複数の人間が共同で紙を媒体として資料を

作成する作業を行う場合、下記のような手順で

進めることが多いと思います。 

1. 作成する文書を担当者ごとに割り振る 

2. 各担当者が担当分の文書を作成する 

3. 各担当者が書きあげた文章を回覧・加筆・

訂正を何度か繰り返す 

4. 資料全体をまとめる 

Wiki ではこんなことができる 

●�作成途中の文書を閲覧することができる 

●�文書にコメントをつけて意見交換したり、

加筆・訂正したりすることができる 

●�他の人の文章を見ながら、自分の文章を作

成することができるので、最後に文書全体

を調整しまとめあげる手間が少なくなる 

●�文章完成後も、文書を加筆・訂正すること

ができるので、文章の内容を常に最新に保

つことができる 

●�作業の目的や状況に応じて、運用ルールを

柔軟に決めることができる 

  この場合、担当者が作成する文書は担当者が

書き上げた後にしか見ることができません。ま

た、書きあがった文書の回覧には相当の時間を

要します。加筆や訂正をし、文書全体を調整し

てまとめあげるのも大変な手間がかかります。 

 
皆で寄って集って文書を作りあげることも可能  



■Wiki を理科サークル活動に利用 
 筆者は北海道理科サークル・Wisdom96 に

参加しています。Wisdom96 の活動はメーリ

ングリストや Web サイトによる日常的な情報

交換と、月に一度メンバーが顔を合わせて実施

する例会を基本としています。これまで、多く

の教材がサークル活動の成果として生み出さ

れ、それぞれのメンバーが活用してきました。 

 
Wisdom96（http://www.wisdom96.com/） 

しかしながら、日常の活動の場はメーリング

リストと従来形式の Web サイトでしかありま
せん。何度か企画を立ちあげても、多人数での

共同作業としては、なかなか長続きはしません

でした。また、どうしてもメンバー同士の関係
が情報の送り手と受け手という形になりやす

いという問題がありました。 

例えば、2005年 9月からメーリングリスト
を利用した小中学校の光の授業プラン作りの

検討がスタートしました。数人のメンバーが意

見交換を行いながら、メーリングリストに作成
した教材文書を添付するという形で作業を進

めました。しかしながら、この活動はそれほど

長く続かず2006年の5月頃には立ち消えてし
まいました。資料はある程度出来上がりました

が、各メンバーが実際の授業でどのように活用

したのか、改善すべき点はなかったかどうかな
どのフィードバックはほとんどできませんで

した。 

そこで、メンバーが日常的にコラボレーショ
ンしながら効率的に成果物を生み出すことが

できるシステムの導入を検討することにしま

した。様々なツールを Wisdom96 のサーバに
インストールして試用したところ、オープンソ

ースの Web2.0 の優れたツールがたくさんあ

ることがわかりました。しかし、サークルのメ
ンバー全員が利用できるようにすることを考

えると、利用方法が煩雑で敷居が高いと思われ

るものも少なくありませんでした。最終的に数
あるソフトウェアの中から FsWiki（FreeStyle 

Wiki）を採用することにしました。 

 
FsWiki FreeStyle Wiki  http://fswiki.org/ 

FsWiki は、多くのWiki システムが必要とす
るデータベースをサーバに導入する必要がな

く、環境の構築が簡単です。最も重視した点は、

使い勝手や管理が非常にシンプルだったこと
です。また、様々な拡張機能をプラグインとし

て導入できることも魅力的でした。 

 
■コミュニティ RikaWiki の立ちあげ 
FsWiki を使えばメンバーが比較的簡単に使

いこなすことができると判断し、2007年の初
めに運用を開始しました。予想通り、FsWiki

の導入によって、メンバーの日常的なコラボレ

ーションが活発となり、教材作りを効率的に進



 

めることができるようになりました。このサイ

トを理科Wiki、RikaWiki と名付けました。 

 

水俣病について学ぶ授業プラン 

 

Wisdom96 RikaWiki のサイト 

 先にも述べたとおり、Wiki の最大の特徴は

Web ブラウザのみでアクセスできる共同作業

の場と議論の場を提供できるということです。 
 ハイパーテキスト（HTML）の書き方を知ら

なくても、テキスト、表、図などを含んだある

程度見栄えのあるページを作ることができま
す。メンバーの誰かが、あるテーマでページを

作成しようと考えたら、すぐにそのページを作

ることができます。 ページの下部には掲示板が用意されている 

 
Web ブラウザだけで文書の編集ができる 

他のメンバーは、Web ブラウザでそのペー

ジにアクセスし、コメントをつけたり、必要に

応じて加筆訂正したりすることができます。ペ
ージの下部に掲示板を設置することにより、内

容について議論することができるようになっ

ています。作成されたページそのものが共同作
業の場であり、議論の場になるのです。 

 一般に授業プランには、作成者の考えや、研

究や経験に基づく積み重ねが含まれています。
ですから、ある人が作った授業プラン（教材）

を他人が加筆訂正するべきではないという考

えもあります。確かにその通りですが、共同で 



授業プランを作る目的の RikaWiki では必ずし

も当てはまりません。RikaWiki で重視してい
るのは、メンバーが共同作業で授業を作りだし

ていく過程の共有だからです。 

Wisdom96 のメンバーには、教員になって
数年の若手教員から、2008年 3月に定年退職

となり非常勤講師となったベテラン教員がい

ます。ベテラン教員が作成した授業プランは完
成度が高いのですが、若手教員は授業プランを

作る勉強をしなければなりません。ベテラン教

員の作った授業プランに学ぶべきことはたく
さんありますし、ベテラン教員から若手教員、

中堅教員へ受け継がなければならないものも

たくさんあります。若手や中堅の教員に伝えて
いかなければならないことは、完成度の高い授

業プランが作成されていく過程なのです。 

また、Windom96 のメンバーには、大学教
員、教員以外の公務員、民間企業の会社員とい

った幅広い立場の人間がいます。 

RikaWiki は多くの人間の知恵と知識を結集
して、授業に役にに立つ、子どもたちのための

授業プラン作りを目的としていることも言う

までもありません。 
 

■文書と文書の結合が作りだす新たな構造 
 Wiki では、作成したページそのものや、ペー
ジの中に出てくる用語を、他のページやインタ

ーネットのサイトに簡単にリンクをはること

ができます。 
 例えば RikaWiki で作成された授業プラン

「水俣病」のページでは、「水銀」という用語

が出てきます。RikaWiki には元素を解説した
用語集のページが作られています。その中に

「水銀」という名前のついた、水銀について解

説したページがあります。 
 水俣病のページに出現する「水銀」という単

語はすべて自動的に水銀の解説ページにリン

クがはられています。つまり、水俣病の文書を

読んでいて水銀について知りたいと思ったら、

ハイライトされている水銀という文字をクリ
ックすれば良いのです。 

また、水銀の解説ページには「水俣病」とい

う単語が出てきます。これは水銀のページから
水俣病のページを参照することが可能である

ことを意味しています。リンク先のページの作

者が誰であっても、自動的にリンクがはられま
す。メンバーの共同作業がリンクによってつな

がっていくことになります。 

 
水銀の解説ページ 

文書を読みながら、ハイライトされている文

字をクリックすると、RikaWiki 内の他の授業

プランのページ、用語集のページ、読み物的な
文書のページ、あるいはインターネット上の別

のサイトにジャンプするようになっています。

このリンクはメンバーが自由に追加したり、削
除したりすることが可能です。 

Wiki では各ページをPDFとして出力するこ

とが可能です。また、ワープロや PDF のファ
イルを別途作成しておいて、それをアップロー

ドしておくことも可能です。それらのファイル

をプリンタで出力して、授業で子どもたちに配
付できるようになっています。授業プラン、用

語解説、読み物的な文書、ポスターなどの資料



を授業の内容に応じて揃えることができます。 

それぞれの資料の作者は同じであるとは限
りません。各メンバーがそれぞれ作ったものを、

各メンバーが自分の判断で、自分の授業に合わ

せて使えば良いのです。 
 Wiki はサイトの更新情報を簡単にまとめて

配信することができる RSS という機能をもっ

ています。RSSを読み込むと、サイトのどの部
分が更新されたのかがすぐにわかります。 

さらに、記事のどの部分が修正されたのかの

差分表示も可能です。新しい教材ができあがっ
たとき、教材の一部が更新されたとき、その内

容がすぐにわかるのは非常に便利です。 

 
■どんどん進化していく授業プラン 
 Wisdom96 のメンバーの若手教員が小学校
の「もののあたたまり方」についての授業プラ
ンを作りました。水や空気の対流など、環境教

育にも関係してくる話題です。 

 
授業プラン もののあたたまり方 

 最初は若手教員が作成したページをアップ

しました。すぐに中堅教員やベテラン教員から

コメントがつき、授業プランの改善が行われま
した。図をもっと子どもにわかりやすくする必

要がある、実験の注意をもっと書き足すべきだ、

生徒に自分で考えさせるためには工夫が必要

だなど、実践的な意見が提案されました。若手

教員はそれらの意見に質問をしながら授業プ
ランを作りなおしていきました。内容がしっか

りしてきたら、実際の授業での時間配分をどの

ようにするかなどの議論も行われました。 
 この授業プラン作りはおそらく若手教員一

人だけでは実現できなかった作業かもしれま

せん。学校では先輩の教員が指導にあたるので
しょうが、なかなか打ち合わせをする時間が取

れないという面もあります。サークル活動で

Web2.0 を活用して作りあげた授業プランの
ひとつの良い成功例となりました。 

また、このプランは RikaWiki だけで作られ

たものだけではありません。このプランの中で、
水の対流を観察する実験で、水に何を分散させ

たら良いのかを、いろいろなものを使って調べ

ました。この実験は Wisdom96 の毎回の例会
で若手教員が中心になってメンバー全員で繰

り返し行われました。例会を重ねながら、大根

おろしが良い、タバスコが良いなど、実験材料
がどんどん変わっていきます。そして、今は偏

光板を通して観察すると対流の様子がよりわ

かりやすいというところまで進んでいます。 
メーリングリストで意見を交換したり、実際

に顔を合わせて実験を一緒にしたりしながら、

教材を作りあげていったわけです。そのひとつ
のツールとして Wiki は十二分の役割を果たし

たと言えるでしょう。筆者は東京在住ですので、

例会にはほとんど出席できない状況ですが、非
常に臨場感のある授業プラン作りでした。 

 
■授業プランの実践報告とフィードバック 
 作成した授業プランに従って、授業が行われ

ると実践報告が行われるようになりました。授

業中に感じた教員自身の疑問や、子どもたちか
ら出された素朴な質問や疑問などが報告され

ました。まもなくメンバーの一人が「生徒から

の質問集」というページを作りました。  



子どもたちから出された想定外の質問など

は「生徒からの質問集」のページにフィードバ
ックされ、どのように対応するか議論が行われ

ました。そして、授業で配付する読み物のペー

ジを新たに作ったり、授業プランを変更したり
する作業が行われました。このような作業を繰

り返しながら、ひとつひとつの授業プランの完

成度があがっていきました。 

 
生徒からの質問集 

 
■授業プラン作りで重要なもの 
 Wisdom96 には北海道以外の教員も参加し

ています。環境教育では、自分の住んでいる地

域のことを材料に授業を進めることも少なく
ありません。その場合、違う地域に住んでいる

教員が共通の授業プランを使うことは困難で

す。教員は自分の地域に合わせた授業プランを
作らなくてはなりません。つまり、環境教育に

おいては RikaWiki で作られた授業プランをそ

のまま利用するわけにはいかないのです。しか
し、RikaWiki の活動を通じて、教員の教材作

成能力が高まれば、自分の授業に合った優れた

授業プランを作ることができるでしょう。 
 先にも述べたとおり、RikaWiki がもっとも

重視している点は、完成度の高い授業プランが

作成されていく過程をメンバーが共有するこ
とにあります。出来上がった授業プランが重要

なことは言うまでもありませんが、それより重

要なことは授業プランを自分で計画立案し、自
分で作りあげ、実践できる教員作りにあるのです。 

既存の授業プランを使えば良いという考え

では教員の力はつきません。自分自身あるいは
仲間と一緒に授業プランを作りだすことを経

験することが重要と考えています。 

 
■今後の課題 
現在、Wisdom96 の教材作りの場となって

いる Wiki のサイトはパスワードがかけられて
おり、メンバー以外はアクセスできない状態で

運用されています。次のステップとしては成果

物である教材を公開していくことも考えてい
ますが、まだ結論が出ていません。 

Wiki はトラックバックの機能を有してます。

トラックバックを使えば、他の Wiki サイトや
ブログなどの記事と連携することができます。 

例えば、あるブログに授業プランと関係する

内容の記事があったとします。その記事にトラ
ックバックをかけることで、授業プランとブロ

グの記事とをつなぐことができる。トラックバ

ックを頼りに、こちらのサイトにたどりつく人
もいるでしょう。また、他のサイトからこちら

の記事にかけられたトラックバックを頼りに、

自分たちが新しい情報を見付けることができ
るかもしれません。 

Web2.0 の醍醐味は横への広がりですが、広

がりだけにとらわれていると、サークルの活動
は停滞していくと思います。インターネットを

通じて、サークルとサークルがコラボレーショ

ンするような例は出てくると思いますが、その
前提には、それぞれのサークルが自身の活動を

しっかり進めていることが重要です。 

また、Web2.0 があれば何でも解決できると
いうわけではありあせん。従来のツールも含め

て、利用できるツールを上手に使いこなして、

サークル活動を進めていこうと考えています。 
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